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宇
治
市
議
会
６
月
定
例
会
（
６
月
７
日
開
会
、
７
月
３
日
閉
会
）
は
、
市
議
選
後
最
初

の
議
会
で
、
党
議
員
団
は
、
ご
み
袋
有
料
化
や
市
集
会
所
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
廃
止
に

反
対
し
、
中
学
校
給
食
の
早
期
実
施
、
太
閤
堤
跡
の
歴
史
公
園
事
業
の
見
直
し
、
交
通
弱

者
対
策
な
ど
、
公
約
と
市
民
要
求
の
実
現
に
全
力
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
営
茶
室
の
利
用
料
値
上
げ
や
公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
民
間
企
業
の
参
入

を
認
め
る
補
正
予
算
な
ど
に
反
対
す
る
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。

憲法改悪・消費税増税・原発再稼働　ストップ

６
月
定
例
会

　
市
は
、
墓
地
公
園
と
斎
場
の

指
定
管
理
者
に
民
間
企
業
が
参

入
で
き
る
よ
う
に
、
指
定
管
理

者
を
公
募
と
す
る
方
針
を
決
め

ま
し
た
。

　
党
議
員
は
、
民
間
企
業
が
指

定
管
理
者
と
な
っ
た
場
合
、
事

業
者
の
破
産
な
ど
で
事
業
継
続

で
き
な
い
場
合
の
対
応
を
問
い

ま
し
た
が
、
市
は
「
破
た
ん
し

な
い
事
業
者
を
選
ぶ
」
と
答
え

る
だ
け
で
、
リ
ス
ク
管
理
上
も

問
題
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
の
利
益
確
保
の

た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
下

げ
や
、
使
用
料
の
値
上
げ
な
ど

が
起
こ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
指
定
管
理
を
民

間
企
業
に
任
し
て
い
る
自
治
体

で
は
、
そ
こ
で
働
く
人
の
非
正

規
化
や
賃
金
の
引
き
下
げ
が
お

こ
り
、
官
制
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

と
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
公
共
施
設
は
住
民
の
暮
ら
し

の
た
め
に
運
営
さ
れ
る
も
の
で
、

民
間
企
業
の
儲
け
の
道
具
に
し

校
設
置
者
、
児
童
・
生
徒
の
安

全
指
導
等
に
起
因
す
る
場
合
は

学
校
長
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
学
校
事
故
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
が
加
入
し
て
い
る
「
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
」

の
保
険
で
治
療
費
な
ど
が
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
保
険
料
は

保
護
者
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
党
議
員
は
、「
学
校
事
故
が

　
市
内
の
小
中
学
校
で
の
事
故

は
、
２
０
１
６
年
度
で
１
５
３

２
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
治
療
に
２
週
間
以
上
要

し
た
事
故
は
、
５
５
２
件
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
党
議
員
の
「
学
校
事
故
の
責

任
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
の

追
及
に
、
教
育
部
長
は
「
施
設
・

設
備
等
に
起
因
す
る
場
合
は
学

基
本
計
画
な
の
に
、
市
民
参
加

を
考
え
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
長
は
、　
年
　
月
の
市
長

１６

１２

選
挙
で
、
公
共
交
通
体
系
の
検

討
を
公
約
し
て
い
ま
し
た
が
、

２
年
半
が
す
ぎ
て
も
、
い
ま
だ

に
具
体
化
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
党
議
員
団
は
引
き
続
き
交
通

弱
者
対
策
の
早
急
な
実
施
を
求

め
ま
す
。

　
市
は
、「
公
共
交
通
体
系
基

本
計
画
」
を
、「
宇
治
市
地
域
公

共
交
通
会
議
」
と
連
携
し
、
市

の
関
係
課
で
構
成
す
る
「
庁
内

検
討
会
」
で
策
定
す
る
と
報
告

し
ま
し
た
。

　
計
画
策
定
は
、
も
っ
と
市
民

参
加
で
お
こ
な
う
べ
き
だ
と
の

党
議
員
の
追
及
に
、「
こ
の
体

制
で
進
め
た
い
」
と
答
弁
し
、

市
民
の
た
め
の
公
共
交
通
体
系

保
険
料
は
公
費
で
負
担
を

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

公約と市民要求の実現に全力

市
斎
場
と
墓
地
公
園
の
管
理
運
営

　
市
は
、「
廃
止
、
複
合
化
、
無
償
譲
渡
」に
よ
る「
集
会
所
　
％
２０

削
減
」計
画
を
、
今
年
度
か
ら
実
行
し
て
い
ま
す
。

　「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て（
伊
勢
田
・
平

盛
・
莵
道
）」で
は
、
今
年
度
末
で
伊
勢
田
は
廃
止
、
莵
道
の
耐
震

性
が
な
い
部
分
は
今
年
度
末
で
廃
止
、
平
盛
は
大
久
保
青
少
年

セ
ン
タ
ー
の
移
転
と
合
わ
せ
て
廃
止
、
と
し
て
い
ま
す
。

  地
域
の
大
切
な
活
動
の
場
で
あ
る
市
集
会
所
や
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
を
廃
止
す
る
こ
と
は
 大
問
題
で
す
。

市
集
会
所
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

縮
小
・
廃
止
し
な
い
で

行
政
の
責
任
な
ら
、
保
険
料
は

公
費
負
担
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
」
と
追
及
し
ま
し
た
。

　
教
育
部
長
は
「
法
律
に
よ
り

政
令
の
範
囲
内
で
徴
収
す
る
と

あ
り
保
護
者
に
５
割
負
担
を
求

め
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た

が
、
党
議
員
は
「
行
政
の
責
任

と
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
が
加

入
し
て
い
る
保
険
で
の
対
応
は

問
題
だ
。
法
律
に
は
経
済
的
に

納
付
が
困
難
な
ら
免
除
で
き
る

と
あ
る
」
と
改
善
を
求
め
ま
し

た
。

こ
れ
ま
で
通
り
管
理
は
霊
園
公

社
が
お
こ
な
い
、
市
が
責
任
を

も
っ
て
公
共
施
設
の
管
理
に
あ

た
る
べ
き
と
、
補
正
予
算
の
修

正
案
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
う

じ
未
来
、
自
民
、
公
明
、
維
新
、

無
会
派
議
員
の
反
対
で
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

て
い
い
の
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

公共施設削減、ごみ袋有料 公共施設削減、ごみ袋有料化化

学校事故

対
策
の
早
急
な
実
施
を

交通
弱者

問
題
だ
ら
け
の
民
間
企
業
の
参
入

今
回
の
提
案
で
は
３
億
５
１
０

０
万
円
の
枠
内
で
契
約
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
党
議
員
団
は
公
募
で
は
な
く

　
市
は
、
指
定
管
理
者
を
公
募

に
す
る
補
正
予
算
を
提
案
し
ま

し
た
。
５
年
間
の
指
定
管
理
契

約
の
金
額
の
上
限
を
設
定
し
、

民
間
公
募
の
予
算
削
除
を
提
案

児
童
生
徒
が
加
入
す
る
保
険

ストップ
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市営茶室対鳳庵使用料

　
党
議
員
団
は
、
値
上
げ
に
反

対
し
ま
し
た
が
、
う
じ
未
来
、

自
民
、
公
明
な
ど
の
賛
成
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
は
、
宇
治
茶
や
観
光
振
興

を
重
点
施
策
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
利
用
者
に
大
幅
な

負
担
増
を
求
め
る
の
は
、
宇
治

茶
や
観
光
振
興
に
逆
行
す
る
も

の
で
す
。

　
市
は
、「
財
政
健
全
化
推
進

プ
ラ
ン
」
に
も
と
づ
き
、
歳
入

確
保
の
た
め
な
ど
と
し
て
市
営

茶
室
「
対
鳳
庵
」
の
使
用
料
を

２
倍
に
値
上
げ
す
る
条
例
案
を

提
出
し
ま
し
た
。（
下
表
参
照
）

　
市
は
、
値
上
げ
の
理
由
に
つ

い
て
、
市
営
茶
室
で
宇
治
茶
の

提
供
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
へ
の
報
償
費
や
、
茶
や
茶

菓
子
な
ど
の
食
糧
費
の
充
実
の

た
め
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
値
上
げ
に
よ
っ
て
、

利
用
者
が
３
割
程
度
減
少
す
る

と
推
測
し
て
い
ま
す
。

法律相談
毎月第一金曜日

午後２時から議員団控室
事前に議員にご連絡ください。

意見書と請願
　
党
議
員
団
は
、「『
足
り
な
い
年
金
』
問
題
を
解
決
し
、
安
心
で
き
る
年
金
制
度
の
確

立
」、「
消
費
税
　
％
増
税
の
中
止
」、「
性
差
に
よ
る
差
別
解
消
を
推
進
す
る
施
策
の
拡

１０

充
」
を
求
め
る
三
つ
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
う
じ
未
来
、
自
民
、
公
明
な
ど

の
反
対
で
、
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　「『
放
射
線
副
読
本
』
の
配
布
と
使
用
の
中
止
を
求
め
る
請
願
」
に
、
党
議
員
団
は
賛

成
し
ま
し
た
が
、
う
じ
未
来
、
自
民
、
公
明
な
ど
の
反
対
で
、
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

市
営
茶
室「
対
鳳
庵
」使
用
料

歴
史
公

歴
史
公
園園

　
党
議
員
は
「
市
民
は
分
別
回

収
な
ど
ご
み
減
量
に
協
力
を
し

て
き
て
い
る
。
市
民
と
の
信
頼

関
係
に
依
拠
し
て
ご
み
減
量
を

進
め
る
べ
き
」
と
、
ご
み
袋
有

料
化
と
古
紙
回
収
報
償
金
の
廃

止
・
減
額
を
断
念
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

た
「
ご
み
袋
有
料
化
反
対
」
の

署
名
は
３
９
８
６
筆
に
も
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
家
庭
系
ご
み
の
一
人
あ
た
り

の
排
出
量
は
こ
の
　
年
で
　
・

１０

１５

３
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
市
民
の
努
力
に
つ
い
て

の
党
議
員
の
質
問
に
、
市
は

「
城
南
衛
生
管
理
組
合
内（
宇
治

市
、
八
幡
市
、
城
陽
市
、
久
御

山
町
、
宇
治
田
原
町
、
井
手
町
）

で
も
最
も
少
な
い
。
市
民
の
リ

サ
イ
ク
ル
意
識
の
向
上
で
減
量

が
進
ん
で
い
る
」
と
答
弁
。

　
党
議
員
の
「
有
料
ご
み
袋
制

は
制
度
設
計
を
検
討
し
て
い
る

の
か
」と
の
質
問
に
、
市
は「
導

入
前
提
で
の
検
討
は
始
め
て
い

な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
計
画
初
案
に
あ
っ
た
「
導
入

検
討
」
の
文
言
か
ら
「
導
入
」

と
い
う
言
葉
は
削
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
民
の
反
対
の
声
の

広
が
り
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
市
が
行
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
は
、　
％
が
「
有
料

９５

ご
み
袋
制
の
導
入
」
に
反
対
と

意
見
表
明
し
て
い
ま
し
た
。
ま

統
一
す
る
た
め
新
築
で
試
算
し

た
」
と
答
弁
。

　
実
態
を
伴
わ
な
い
新
築
の
み

の
試
算
金
額
で
検
討
さ
れ
、
親

子
方
式
で
は
１
校
９
億
円
と
い

う
過
大
な
金
額
に
な
る
と
い
う

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
八
幡
市
で
は
、
小
学
校
３
校

を
改
修
し
て
、
中
学
校
４
校
分

の
給
食
を
つ
く
る
親
子
方
式
を

採
用
。
そ
の
工
期
は
１
年
弱
、

費
用
は
総
額
６
億
２
９
０
０
万

円
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
宇
治
市
が
、
過
大
で
恣
意
的

　
市
教
育
委
員
会
が
、
中
学
校

給
食
検
討
委
員
会
に
提
出
し
た

資
料
で
は
、
各
方
式
の
新
築
を

し
た
場
合
の
概
算
金
額
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
自
校
方
式
は
　５１

億
円
、
セ
ン
タ
ー
方
式
は
土
地

を
の
ぞ
く
建
物
だ
け
で
　
億
円
、

３３

親
子
方
式
は
　
億
円
で
す
。

９２

　「
親
子
方
式
は
な
ぜ
こ
ん
な

に
費
用
が
か
か
る
試
算
が
さ
れ

て
い
る
の
か
」と
の
追
及
に「
各

方
式
に
お
い
て
既
存
校
舎
な
ど

を
活
用
し
た
改
修
の
可
能
性
を

否
定
し
な
い
が
、
前
提
条
件
を

中学中学校校
給給　食食

な
り
ま
す
。
大
規
模
な
工
場
か

ら
小
規
模
な
事
業
所
ま
で
、
実

態
に
み
あ
っ
た
丁
寧
な
課
税
事

務
が
必
要
で
、
最
も
身
近
な
行

政
で
あ
る
市
町
村
が
行
う
こ
と

が
地
方
自
治
法
で
も
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
条
例
案
は
、
実
質
的
な

課
税
事
務
は
機
構
で
行
っ
て
、

形
式
的
な
決
定
だ
け
を
市
町
村

に
残
す
と
い
う
も
の
で
す
。
今

後
さ
ら
に
土
地
や
家
屋
の
課
税

も
機
構
に
移
管
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
条
例
案
に
、
党
議
員
団
は
反

対
し
ま
し
た
が
、
う
じ
未
来
、

自
民
、
公
明
な
ど
が
賛
成
し
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
税
務
を
行
う
広
域
連
合
で
あ

る
京
都
地
方
税
機
構
は
、
年
間

９
０
０
０
件
を
超
え
る
差
し
押

値上げ後現在
１,０００円５００円煎　茶
１,０００円５００円薄　茶
１,４００円７００円玉　露
２,０００円１,０００円煎茶と玉露セット
３,０００円１,５００円薄茶と濃茶セット
２,４００円１,２００円お手前体験

な
計
算
で
、
中
学
校
給
食
の
実

施
を
セ
ン
タ
ー
方
式
に
誘
導
す

事
業
の
見
直
し
・
縮
小

事
業
の
見
直
し
・
縮
小
をを

2
倍
に
値
上
げ

「対鳳庵」（市HPより）

実
態
の
伴
わ
な
い

試
算
金
額
で
検
討

ご
み
袋
有
料
化
・

古
紙
回
収
報
償
金
廃
止

る
こ
と
は
問
題
で
す
。

さ
え
を
強
行
す
る
な
ど
、
強
引

な
徴
税
業
務
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
市
は
、
固
定
資
産
税
の
う
ち

償
却
資
産
の
課
税
業
務
を
実
質

的
に
機
構
に
委
ね
る
条
例
案
を

提
案
し
ま
し
た
。

　
償
却
資
産
の
税
は
、
事
業
で

使
う
機
械
や
設
備
な
ど
に
課
せ

ら
れ
る
税
金
で
、
宇
治
市
で
は

年
間
約
２
５
０
０
件
　
億
円
に

１３

課
税
業
務
の
地
方
税
機
構
移
管
条
例

課
税
業
務
の
地
方
税
機
構
移
管
条
例
案案

自
治
体
の
衰
退
に
つ
な
が
る

烏
羽

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠

断
念
を

一
斉
値
上
げ
、
ご
み
袋
有
料
化
、

障
が
い
者
団
体
な
ど
へ
の
助
成

金
見
直
し
な
ど
が
大
規
模
に
進

め
ら
れ
て
い
る
の
に
歴
史
公
園

事
業
だ
け
が
縮
小
・
減
額
の
対

象
と
な
ら
な
い
別
枠
扱
い
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
党
議
員
は
、
歴
史
公
園
事
業

は
大
胆
に
見
直
し
て
、
大
幅
な

縮
小
を
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　（
仮
称
）お
茶
と
宇
治
の
ま
ち

歴
史
公
園
整
備
運
営
事
業
は
、

　
億
円
規
模
の
巨
大
事
業
で
す
。

88市
は
、
人
口
増
加
に
つ
い
て
も

観
光
客
の
滞
在
時
間
延
長
に
つ

い
て
も
「
効
果
が
あ
る
と
期
待

し
て
い
る
」
と
い
う
だ
け
で
、

事
業
効
果
に
つ
い
て
明
確
な
説

明
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
財
政
健
全
化
推
進
プ
ラ
ン
に

よ
っ
て
、
公
共
施
設
使
用
料
の

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵


